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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月25日(2015.5.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像から文字領域画像を抽出する抽出手段と、
　異なる画像から前記抽出手段で抽出されたそれぞれの文字領域画像の画像特徴による類
似度に基づいて、合成対象とする文字領域画像の組を決定する決定手段と、
　前記決定された文字領域画像の組を画像特徴が類似する重複領域画像をつなぎ合わせて
合成する合成手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記決定手段は、前記抽出手段で抽出された文字領域画像と既に合成された文字領域画
像との類似度に基づいて、合成対象とする文字領域画像の組を決定することを特徴とする
請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記合成手段は、前記重複領域画像それぞれのダイナミックレンジを比較し、ダイナミ
ックレンジの大きい前記重複領域画像を用いて合成することを特徴とする請求項１または
２記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記合成された文字領域画像を表示する表示手段を更に備えることを特徴とする請求項
１乃至３何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記合成された文字領域画像の文字認識を行う文字認識手段を更に備えることを特徴と
する請求項１乃至３何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記文字認識手段は、前記ダイナミックレンジの大きい文字領域の文字認識を行うこと
を特徴とする請求項５記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記合成手段は、既に合成された文字領域画像のダイナミックレンジが所定の閾値より
も低い場合に、前記重複領域画像それぞれのダイナミックレンジを比較し、ダイナミック
レンジの大きい前記重複領域画像を用いて合成することを特徴とする請求項２記載の画像
処理装置。



(2) JP 2013-250932 A5 2015.7.9

【請求項８】
　前記類似度は、Ｈａｒｒｉｓ作用素を作用させて得られた特徴点と該特徴点に対応する
特徴量とを用いて得られる類似度であることを特徴とする請求項１乃至７何れか１項に記
載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記抽出手段は、前記画像の二値化画像の黒画素が連続している領域の黒画素密度に基
づいて文字領域を抽出することを特徴とする請求項１乃至８何れか１項に記載の画像処理
装置。
【請求項１０】
　前記画像は、動画像のフレーム画像であることを特徴とする請求項１乃至９何れか１項
記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記異なる画像は、異なるフレーム画像であることを特徴とする請求項１０記載の画像
処理装置。
【請求項１２】
　前記抽出手段が前記異なるフレーム画像を抽出する間隔を、異なる画像から前記抽出手
段で抽出されたそれぞれの文字領域画像に重複領域画像が存在する間隔に設定する設定手
段を有することを特徴とする請求項１１記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記抽出手段が前記異なるフレーム画像を抽出する間隔を、前記重複領域画像の面積か
ら算出される重複率が所定の重複率になるように設定する設定手段を有することを特徴と
する請求項１１記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　前記設定手段が、前記異なるフレーム画像を抽出する間隔を、前記重複率の変化に従っ
て設定することを特徴とする請求項１３記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　画像から文字領域画像を抽出する抽出手段と、
　異なる画像から前記抽出手段で抽出されたそれぞれの文字領域画像の位置に基づいて、
合成対象とする文字領域画像の組を決定する決定手段と、
　前記決定された文字領域画像の組で画像特徴量が類似する重複領域画像をつなぎ合わせ
て合成する合成手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１６】
　画像から文字領域画像を抽出する抽出工程と、
　異なる画像から前記抽出工程で抽出されたそれぞれの文字領域画像の画像特徴による類
似度に基づいて、合成対象とする文字領域画像の組を決定する決定工程と、
　前記決定された文字領域画像の組を画像特徴が類似する重複領域画像をつなぎ合わせて
合成する合成工程と、
　を備えることを特徴とする画像処理方法。
【請求項１７】
　画像から文字領域画像を抽出する抽出工程と、
　異なる画像から前記抽出工程で抽出されたそれぞれの文字領域画像の位置に基づいて、
合成対象とする文字領域画像の組を決定する決定工程と、
　前記決定された文字領域画像の組で画像特徴量が類似する重複領域画像をつなぎ合わせ
て合成する合成工程と、
　を備えることを特徴とする画像処理方法。
【請求項１８】
　コンピュータを
　画像から文字領域画像を抽出する抽出手段と、
　異なる画像から前記抽出手段で抽出されたそれぞれの文字領域画像の類似度に基づいて
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、合成対象とする文字領域画像の組を決定する決定手段と、
　前記決定された文字領域画像の組を画像特徴量が類似する重複領域画像をつなぎ合わせ
て合成する合成手段と、として機能させるためのプログラム。
【請求項１９】
　コンピュータを
　画像から文字領域画像を抽出する抽出手段と、
　異なる画像から前記抽出手段で抽出されたそれぞれの文字領域画像の位置に基づいて、
合成対象とする文字領域画像の組を決定する決定手段と、
　前記決定された文字領域画像の組で画像特徴量が類似する重複領域画像をつなぎ合わせ
て合成する合成手段と、として機能させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明に係る画像処理装置は以下の構成を備える。即ち、画像から文字領域画像を抽出
する抽出手段と、異なる画像から前記抽出手段で抽出されたそれぞれの文字領域画像の画
像特徴による類似度に基づいて、合成対象とする文字領域画像の組を決定する決定手段と
、前記決定された文字領域画像の組を画像特徴が類似する重複領域画像をつなぎ合わせて
合成する合成手段。
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